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新規ゲル線量計（mGELTM）の線量応答特性の検証 
（感度と長期安定性に関する基礎評価） 

 
上間達也（がん研有明病院放射線治療部） 

mGEL™は、高感度化および長期安定性の向上を目的として開発された新規 MRI ポリマ

ーゲル線量計である。 

1. MRI 装置の精度評価 
本検討に先立ち、評価に用いる当院のMRI装置の精度評価を実施した 1。 
評価項目：直線性、線量不確かさ、均一性、空間直線性 
結果：文献値からの大きな乖離は認められず、マルチエコー法による測定を採用した。 
 
2. 方法 
比較対象：mGELTM、MAGAT 
評価項目： 
・直線性（0–5 Gy） 
・エネルギー依存性（6X, 10X） 
・線量率依存性（100, 300, 600 MU/min） 
・長期安定性（3週間後測定） 
・別バッチ評価 
・プラン測定（C-Shape） 
 
使用機器 
・Eclipse Ver.18（Varian Medical Systems） 
・TrueBeam（Varian Medical Systems） 
・Simple IMRT Analysis（株式会社トライアングルプロダクツ） 
・MAGNETOM Skyra 3T（Siemens Healthineers） 
 
3. 結果 
・直線性：0–4 Gyの範囲で良好な直線性を示し、感度は従来のMAGATと比較して約 14％
向上した。 
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・エネルギー・線量率依存性：R2（緩和速度）値の変動が小さかった。 

 
 
・長期安定性（左：MAGAT、右：mGELTM）：3週間後の測定においても測定値の変化は認
められず、国内外の輸送時間を考慮しても実用上問題ない。 

 
 
・別バッチ（左：MAGAT、右：mGELTM）：MAGATと比較して異なるバッチ間における
結果の変動は小さく、作成回による依存性は少ないことが示唆され、安定した供給が可能で

ある。 
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・C-Shapeプラン測定（上：MAGAT、下：mGELTM） 
ターゲット周囲の急峻な線量勾配においても、治療計画の計算値と良好に一致しており、臨

床において高い精度が要求される領域においても、良好な結果が得られた。 
・MAGATと mGELTMの比較において、γパス率（3%/2mm）は以下の通りであった： 
一部領域において、残留酸素の移動に起因すると考えられる局所的感度低下領域が認められ

た。この影響により局所的な線量不一致が生じ、γパス率の低下につながった可能性があ
る。 一方、ターゲット近傍の高線量勾配領域では、治療計画との良好な一致が確認され
た。 γパス率（3%/2 mm）は、mGELTMで 87.5%、MAGATで 68.6%であった。
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4. 結果のまとめ 
・mGELTMは従来のMAGATと比較して感度が 14%向上した。 
・明らかなエネルギー依存性および線量率依存性は認められなかった。 
・長期安定性は良好であった。 
・別バッチ間での変動はMAGATより小さい。 
・急峻な線量勾配（C-Shape）も適切に測定可能であった。 
 
5. 結論 
mGELTMは従来のMAGATと比較して感度および安定性の向上を示し、放射線治療における
三次元線量検証への応用可能性が示唆された。特に、高精度放射線治療における三次元線量

分布検証や郵送監査への応用が期待される。 
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